
令和７年11月　第138号

南小
国 議

会
広
報

爽やかな秋空のもと、市原小学校５年生爽やかな秋空のもと、市原小学校５年生
22名が梅木正一さんの田んぼで稲刈りと22名が梅木正一さんの田んぼで稲刈りと
掛け干しを体験しました。掛け干しを体験しました。



　

令
和
７
年
第
３
回
南
小
国
町

議
会
（
定
例
会
）
が
９
月
９
日

に
召
集
さ
れ
、
９
月
12
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
主
な

議
案
は
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
の
認
定

案
件
が
６
件
、
令
和
６
年
度
南

小
国
町
健
全
化
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
の
報
告
が
１
件
、
令

和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
の
予
算
案
件
が
９
件
、
人

事
案
件
（
固
定
資
産
評
価
委
員

の
任
命
）
が
１
件
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

●
決
算
概
要

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く

と
４
億
７
４
３
１
万
円
と
な

り
ま
す
。
差
引
額
の
中
に
翌

年
度
へ
の
繰
越
財
源
と
し
て

９
４
６
９
万
円
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
差
し
引
い
た

３
億
７
９
６
２
万
円
が
黒
字
と

な
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

ま
し
た
。

令和 6 年度　決算認定

地方交付税
��億���万円
（��.�％）

総務費
��億����万円
（��.�％）

民生費
�億����万円
（��.�％）

議会費
����万円
（�.�％）

一般会計

歳 入
65億
4047万円

一般会計

歳 出
60億

6616万円
寄付金

��億��万円
（��.�％）

寄付金
��億��万円
（��.�％）

農林水産業費
�億����万円
（�.�％）

農林水産業費
�億����万円
（�.�％）

公債費
�億����万円

（�.�％）

公債費
�億����万円

（�.�％）

国庫支出金
�億����万円
（�.�％）

国庫支出金
�億����万円
（�.�％）

繰越金
�億����万円
（�.�％）

繰越金
�億����万円
（�.�％）

土木費
�億����万円
（�.�％）

土木費
�億����万円
（�.�％）

教育費
�億����万円
（�.�％）

教育費
�億����万円
（�.�％）

商工費
�億����万円
（�.�％）

商工費
�億����万円
（�.�％）

繰入金
�億����万円
（�.�％）

繰入金
�億����万円
（�.�％）

県支出金
�億����万円
（�.�％）

県支出金
�億����万円
（�.�％）

町債
�億����万円
（�.�％）

町債
�億����万円
（�.�％） その他

�億����万円
（�.�％）

その他
�億����万円

（�.�％）

町税
�億����万円
（�.�％）

町税
�億����万円
（�.�％） 災害復旧費

�億����万円
（�.�％）

災害復旧費
�億����万円

（�.�％）

衛生費
�億����万円
（��.�％）

消防費
�億����万円
（�.�％）

基金残高 　　　　　　　　　　　　　　
基　　金　　名 ６年度末残高

財政調整基金 １８億８９３５万円
ふるさと納税基金 １４億８８８２万円
きよらの郷づくり基金 １億５２８６万円
地域福祉基金 １億２７５４万円
CATV 放送設備等整備基金 ６１１４万円
一般会計その他基金 ９４１５万円
特別会計基金合計 ９２４３万円

合　　　　　計 ３９億 ６２９万円

町債（借入金）残高 　　　　　　　　　
区　　　　　分 ６年度末残高

公営住宅建設事業債 １９７３万円
災害復旧事業債 ３億１９３７万円
教育・福祉施設等整備事業債 ４２８６万円
一般単独事業債 １億５４５３万円
過疎対策事業債 １５億４９４４万円
臨時財政対策債 ９億４６８８万円
一般会計 その他 １７２６万円
特別会計合計 １２億５６０８万円

合　　　　　計 ４３億 ６１５万円

特別会計決算
特  別  会  計  名 歳　　入 歳　　出 収　支　額

 国民健康保険特別会計 ５億４４９４万円 ５億３９３５万円 ５５９万円
 後期高齢者医療特別会計 ７８５９万円 ７８５１万円 ８万円
 介護保険特別会計 ６億９０８５万円 ６億６４４３万円 ２６４２万円

合　　　　計 １３億１４３８万円 １２億８２２９万円 ３２０９万円

公営企業会計決算
特  別  会  計  名 総収益 総費用 純利益（△純損失）

 簡易水道事業会計 １億８９５９万円 １億８１０１万円 ８５８万円
 下水道事業会計 １億５４４５万円 ２億１５００万円 △６０５５万円

※表示単位未満四捨五入のため、合計や収支額が一致しない場合があります。
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（��.�％）

消防費
�億����万円
（�.�％）
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こんなことに使われました
　令和６年度に実施された主な事業は、次のとおりです。

自然休養村管理セン
ター解体工事（総務費）

１億１７８万円

旧グループホーム森園
購入費（民生費）

２７５１万円

南小国広報・営業関連
委託料（総務費）

１８３８万円

地域活性化企業人派遣
負担金（総務費）

１２６０万円

スマート窓口推進事業
補助金（総務費）

２１８６万円

定額減税調整給付金
（民生費）

２９０１万円

飼料・燃料費高騰対策
補助金（農林水産業費）

３２７５万円

町民向け商品券発行事
業補助金（商工費）

３８４６万円

ふるさと納税業務委託
料（総務費）

４億６５９６万円

オーバーツーリズムの
未然防止・抑制による
観光推進事業業務委託
（商工費）

３７１５万円

ＩＣＴ機器備品購入
（教育費）

７５７万円

防災マップ作製業務委
託（消防費）

５０６万円

農業農村整備事業水路
改修工事（農林水産業
費）

８１０３万円

町道改良工事他（土木
費）

６６１６万円

現年度公共土木災害復
旧工事（災害復旧費）

４１１３万円

河川改修（災害関連）
工事（災害復旧費）

５６６８万円
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令
和
７
年
９
月

第
３
回
定
例
会
　

●
令
和
６
年
度
決
算

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

◆
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

（
３
会
計
）

◆
公
営
企
業
会
計
決
算
書

（
２
会
計
）

主
な
審
議

○
不
納
欠
損
に
つ
い
て

▼
穴
井
秀
房
議
員　

現
年
度
の

歳
入
で
町
民
税
と
固
定
資
産
税

に
不
納
欠
損
が
あ
る
。
ど
う
い

う
状
況
か
教
え
て
ほ
し
い
。

答

法
人
の
滞
納
が
あ
り
、
差

し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
た
が
会

社
が
倒
産
。
配
当
も
な
く
、
回

収
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
や
む
な
く
不
納
欠
損
処

理
と
し
た
。

○
公
営
住
宅
使
用
料

▼
森
永
議
員　

最
低
賃
金
が
上

昇
し
て
い
る
が
、
家
賃
の
算
定

に
用
い
る
収
入
の
上
限
を
超
え

る
方
も
出
て
く
る
の
で
は
。
上

限
の
設
定
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
通
常

の
公
営
住
宅
を
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
（
特
賃
住
宅
）
に
用
途
変

更
し
、
収
入
の
上
限
を
超
え
る

方
で
も
入
居
で
き
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

答

通
常
の
公
営
住
宅
は
低
所

得
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
向

け
で
、
特
賃
住
宅
は
一
定
程
度

所
得
が
あ
る
中
堅
世
帯
向
け
の

住
宅
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
家
賃
収
入
が
増
え
る
こ
と

は
好
ま
し
い
が
、
制
度
上
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
方
を
優
先

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

○
奨
学
資
金
貸
付
金

▼
佐
藤
議
員　

過
年
度
分
の

84
万
円
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

が
、
何
名
分
か
。
ま
た
保
証
人

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

１
名
の
方
が
未
納
と
な
っ

て
お
り
、
本
人
と
は
連
絡
が
と

れ
な
い
状
態
。
保
証
人
２
名
の

う
ち
１
名
と
現
在
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

▼
穴
井
秀
房
議
員　

景
観
保
全

の
必
要
性
は
町
長
も
認
識
し
て

お
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
草
刈

り
な
ど
の
田
畑
の
維
持
管
理
に

関
す
る
支
援
策
を
農
林
課
に
訴

え
た
と
こ
ろ
「
予
算
が
な
い
」

と
断
ら
れ
た
。
綺
麗
な
町
づ
く

り
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
を
活
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
を
維

持
管
理
に
充
て
る
こ
と
は
想
定

し
て
い
な
い
の
で
、
基
金
の
趣

旨
を
確
認
し
て
判
断
し
た
い
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

▼
森
永
議
員　

新
し
く
家
を
建

て
る
場
合
、
大
手
メ
ー
カ
ー
は

外
国
産
材
を
使
う
こ
と
が
多

く
、
ま
た
大
工
も
遠
方
か
ら
来

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ

で
小
国
杉
の
積
極
的
な
消
費
と

地
域
の
大
工
さ
ん
活
用
の
た

め
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
で
小

国
杉
を
使
う
場
合
に
補
助
を
出

し
て
は
ど
う
か
。

答

使
途
に
つ
い
て
は
林
業
の

一
人
親
方
育
成
や
モ
バ
イ
ル
建

築
を
予
定
し
て
い
る
が
、
今
回

の
ご
提
案
は
小
国
杉
の
振
興
策

と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

○
タ
ク
シ
ー
利
用
費
助
成
事
業

補
助
金

▼
佐
藤
議
員　

助
成
券
の
上
限

50
枚
を
使
い
き
っ
た
方
へ
追
加

発
行
を
お
願
い
し
た
い
と
何
度

も
言
っ
て
き
た
。
予
算
も
不
用

額
が
出
て
お
り
余
裕
が
あ
る
の

に
、
な
ぜ
実
現
で
き
な
い
の
か

理
由
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

答

助
成
券
を
あ
ま
り
使
わ
な

い
方
も
い
る
な
か
で
、
ど
の
よ

う
に
追
加
交
付
す
る
の
が
適
切

な
の
か
結
論
が
出
て
い
な
い
。

現
在
、
公
共
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
地
方
創
生
の
伴
走
支
援

チ
ー
ム
に
相
談
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

○
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

▼
森
永
議
員　

９
月
末
で
休
業

と
の
こ
と
だ
が
、
特
産
品
と
し

て
定
着
し
て
い
た
も
の
が
突
然

無
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
飲
食

店
や
宿
泊
業
の
方
は
困
惑
し
て

い
る
。
休
業
の
周
知
は
し
な
い

の
か
。

答

た
し
か
に
町
か
ら
の
周
知

は
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
指

定
管
理
者
と
調
整
し
た
い
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

き
の
こ
セ

ン
タ
ー
は
元
々
試
作
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
規

模
で
利
益
を
生
む
の
は
至
難
で

あ
る
。
適
正
規
模
で
特
産
品
の

生
産
を
継
続
で
き
る
よ
う
再
度

検
討
で
き
な
い
か
。

答

特
産
品
の
生
産
施
設
で
あ

る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、

こ
れ
以
上
の
設
備
投
資
は
考
え

て
い
な
い
。
施
設
に
興
味
が
あ

る
事
業
者
も
い
る
そ
う
な
の

で
、
今
後
の
在
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
。

○
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未

然
防
止
・
抑
制
に
よ
る
観
光
推

進
事
業
業
務
委
託

▼
佐
藤
議
員　

黒
川
温
泉
の
駐

車
場
と
日
帰
り
入
浴
の
混
雑
状

況
の
可
視
化
と
い
う
こ
と
だ

が
、
駐
車
場
の
状
況
は
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
入
浴
の

状
況
は
旅
館
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
し
か
見
ら
れ
な

い
。
な
ぜ
観
光
客
目
線
で
一
度

に
両
方
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
な
か
っ
た
の
か
。

答

施
設
の
管
理
上
の
都
合
で

分
け
て
作
成
し
た
。
一
元
化
で

き
る
よ
う
受
託
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

○
簡
易
水
道
の
水
源
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

北
海
道
の
ニ
セ

コ
町
で
は
水
源
地
が
外
国
資
本

に
買
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情

報
も
あ
る
。
本
町
の
水
源
は
全

て
町
有
地
か
。

答

町
内
に
水
源
は
９
か
所
あ

り
、
そ
の
う
ち
３
か
所
が
民
有

地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
現

在
、
市
原
地
区
内
の
町
有
地
に

お
い
て
新
た
な
水
源
を
整
備
し

て
い
る
。

きのこセンター（湯田）
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監査意見書（抜粋）

代表監査委員　石橋　正寿
議選監査委員　井野　和哉

①　財政健全化審査については、実質赤字比率・連結実質赤字比率・将来負担比率は「０」、実
質公債費比率も「7.5％」であり、本町の財政状況は健全と判断できる。ただし財政力指数・
経常収支比率・実質公債費比率ともに昨年度から上昇しており、とくに経常収支比率が高く、
財政構造に余裕がなくなってきている。引き続き財務状況を分析し、健全な財政が維持で
きるよう適正な運用を行っていただきたい。

②　町税や保険料・使用料及び負担金等の徴収については、依然として過年度分（滞納繰越分）
の徴収率が低い傾向にある。悪質な滞納者については法的措置をとるなど、徴収業務の更
なる強化と担当課・局間の連携に期待する。一方でコンビニ・スマホ納付の導入により納
付者の利便性が格段に向上したと思われる。町の費用負担も大きいが、納付の選択肢が増
えることは住民サービスの向上にもつながっていることから、今後も新たな納付方法を模
索していただきたい。

③　例年、歳出に多額の不用額が発生している科目が見受けられる。限られた財源を有効活用
するためにも、履行が困難となった事業や金額が確定した事業など早めの対応が可能なも
のは、年度途中で減額補正するなど適切な処理を望む。

④　伝票監査においては、請求書に記載される業務内容や購入内容が簡略化されたものや決裁
印の漏れが見受けられた。数量や算出根拠など、第三者が見ても分かるよう明細等の記載
をお願いしたい。また決裁者によるチェック体制を徹底し、事務処理ミスの未然防止に努
めてもらいたい。

⑤　高齢化や人口減少、インフラ施設の老朽化、災害の激甚化など町が抱える問題は多岐にわ
たり、行政の役割もますます高度化・複雑化することが予想される。今後も職員の育成や
ＡＩの導入等による負担軽減並びに効率化に向けた対策を推進し、町民がより幸せに暮ら
せる南小国町になることを期待する。

きのこセンターの休業について
　約３０年に渡り特産品の「まいたけ」を生産し
てまいりました大字中原湯田の「きのこ菌床培養
施設（通称きのこセンター）」が、施設の老朽化に
伴い令和７年９月末日をもって休業しました。
　なお今後の利活用については、再利用や施設の
解体も含めた協議を進めていく予定です。
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●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

主
な
審
議

○
持
続
的
観
光
地
域
経
営
の
た

め
の
税
源
確
保
に
向
け
た
検
討

業
務
委
託

▼
森
永
議
員　

宿
泊
税
の
導
入

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

委
託
先
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

メ
ン
バ
ー
は
。

答

令
和
６
年
度
に
観
光
基
本

計
画
策
定
を
委
託
し
た
Ｄ
Ｈ
Ｅ

に
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
大
体
１
年
か
ら

１
年
半
で
、
メ
ン
バ
ー
は
学
識

経
験
者
や
町
内
の
各
種
団
体
の

代
表
者
を
想
定
し
て
い
る
。

○
高
齢
者
施
設
賄
材
料
支
給

▼
穴
井
則
之
議
員　

支
給
の
内

容
は
。

答

高
齢
者
施
設
で
は
こ
れ
ま

で
安
心
安
全
な
小
国
郷
産
の
米

を
購
入
し
て
き
た
が
、
物
価
高

騰
に
よ
り
従
来
の
金
額
で
は
購

入
で
き
な
く
な
り
大
変
困
っ
て

い
る
と
の
相
談
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
２
施
設
に
米
40
俵
（
半

年
分
）
を
現
物
支
給
す
る
こ
と

と
し
た
。

○
基
金
運
用
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

財
政
調
整
基
金

と
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
に
つ
い

て
は
一
部
債
券
購
入
に
よ
る
運

用
を
始
め
て
お
り
、
定
期
預
金

以
上
の
運
用
益
を
得
て
い
る

が
、
今
後
の
基
金
運
用
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

債
券
運
用
に
つ
い
て
は
安

全
性
・
流
動
性
・
効
率
性
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
運
用

期
間
が
お
お
む
ね
７
年
以
内
で

基
金
の
30
％
以
内
」
と
す
る
債

券
運
用
基
準
要
綱
を
制
定
し

た
。

○
母
子
保
健
事
業
委
託
料

▼
森
永
議
員　

医
療
相
談
ア
プ

リ
の
導
入
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
な
内
容
は
。

答

文
字
に
よ
る
や
り
取
り
に

な
る
が
、
56
の
診
療
科
の
医
師

へ
の
相
談
に
対
応
し
て
お
り
、

妊
婦
や
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く

家
族
の
相
談
も
可
能
と
の
こ

と
。
多
言
語
に
も
対
応
し
て
い

る
。

▼
佐
藤
議
員　

利
用
者
負
担
が

発
生
す
る
の
か
。
ま
た
い
つ
か

ら
運
用
す
る
の
か
教
え
て
ほ
し

い
。

答

利
用
者
負
担
は
な
く
、
全

額
町
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
予

算
通
過
後
早
め
の
周
知
と
運
用

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

○
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
購
入
費

▼
後
藤
議
員　

設
置
す
る
場
所

と
数
は
。

答

宅
地
の
公
共
舛
や
道
路
の

マ
ン
ホ
ー
ル
に
設
置
す
る
タ
イ

プ
で
あ
り
、
28
基
の
購
入
を
考

え
て
い
る
。
公
共
下
水
道
区
域

及
び
農
業
集
落
排
水
区
域
の
公

共
施
設
に
設
置
す
る
予
定
。

○
世
代
交
代
・
初
期
投
資
促
進

事
業
補
助
金

▼
穴
井
秀
房
議
員　

役
場
に
就

農
の
相
談
に
来
ら
れ
た
方
に
し

か
こ
の
補
助
金
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と

広
く
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

答

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
町
立
保
育
園
の
あ
り
方
検
討

委
員
会

▼
井
野
議
員　

委
員
会
の
目
的

と
委
員
の
編
成
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

保
育
園
全
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
検
討
し
、
町
長
へ
答

申
し
て
い
く
諮
問
機
関
を
考
え

て
い
る
。
委
員
は
地
域
の
方
や

保
護
者
、
議
会
、
役
場
関
係
課

局
等
で
あ
り
、
今
回
は
中
原
保

育
園
の
今
後
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
来
年
３
月
末
を
目
標

に
方
向
性
を
見
出
す
予
定
。

●
人　

事

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
任
命

　

中
原　

佐
藤　

亨　

氏

同
　
　
意

主な補正予算（一般会計） （万円）

町有林素材生産委託料 1190
財政調整基金積立金 9171
高齢者施設等物価高騰対策補助金 239
世代交代・初期投資促進事業補助金 900
持続的観光地域経営のための財源確保に向け
た検討業務委託 628

町道改良工事測量設計委託 5300
道路メンテナンス事業 2800

令和７年度９月補正予算

5億 1334万円を可決
９月補正額 補正後予算額

一般会計 3億5673万円 62億1428万円
国保特別会計 △172万円 5億5952万円
後期高齢特別会計 25万円 9100万円
介護保険特別会計 2648万円 7億3007万円
簡易水道事業会計
　収益的収入 193万円 1億6057万円
　収益的支出 85万円 1億6554万円
　資本的収入 4400万円 3億 303万円
　資本的支出 7528万円 3億8769万円
下水道事業会計
　収益的収入 670万円 2億3473万円
　収益的支出 221万円 2億4106万円
　資本的支出 63万円 1億1645万円

＊万円未満四捨五入
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問　

３
月
議
会
で
質
問
し
た
表

題
の
件
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
ま
だ
検
討
と
か
等

の
事
し
か
出
来
て
い
な
い
だ
ろ

う
と
は
考
え
る
が
、
希
望
者
が

い
る
の
に
住
宅
問
題
で
移
住
者

の
取
り
こ
ぼ
し
を
す
る
状
況
は

良
く
な
い
。
早
期
に
や
る
と
回

答
し
て
も
一
向
に
進
ま
な
い
、

町
長
が
重
要
案
件
と
考
え
る
施

策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
大

切
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
町
長
は
、
住
宅
問
題
は

民
間
に
任
せ
た
い
気
持
ち
で
あ

ろ
う
が
、
賃
貸
住
宅
の
建
設
に

は
現
在
町
か
ら
１
部
屋
上
限

百
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る

が
、
賃
貸
料
金
は
大
変
高
く
移

住
者
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

思
え
る
。

　

人
口
問
題
は
喫
緊
の
問
題
で

あ
り
、
移
住
定
住
を
進
め
る
た

め
に
は
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
。

町
長　

現
行
制
度
の
見
直
し
や

補
助
金
の
創
設
な
ら
早
急
に
出

来
る
が
、
住
宅
用
地
の
確
保
等

ま
で
考
え
る
と
相
手
方
が
お
り

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
は
難
し

い
、
し
か
し
今
役
場
内
で
議
論

し
て
お
り
し
っ
か
り
進
め
て
参

り
た
い
。

穴井　秀房　議員

Ｑ先に質問した移住定住希望者の住
宅及び住宅用地はどうなっている？

Ａ先月から課題の検討を行い、今
後の方向性を議論している

問
　
お
出
か
け
知
事
室
み
た
い

な
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
座
談
会
を
11
月
下
旬
に

予
定
し
て
い
る
。

問
　
町
長
へ
の
意
見
箱
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
直
接
届
く
シ
ス
テ
ム

を
考
え
て
は
。

町
長　

す
ぐ
に
対
応
は
可
能
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
時
に

お
声
が
け
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
出
向
く
。

問
　
各
課
局
の
更
な
る
連
携
強

化
の
目
的
で
、
審
議
員
、
係
長

ク
ラ
ス
で
の
会
議
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

総
務
課
長　

情
報
共
有
の
場
と

し
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
新
規
事
業
や
新
年
度
予
算

に
つ
い
て
、
も
っ
と
議
員
議
会

も
関
わ
り
、
責
任
を
果
た
す
必

要
が
あ
る
。

町
長　

事
前
に
常
任
委
員
会
等

で
議
論
が
で
き
れ
ば
良
い
。

議
長　

執
行
と
議
会
で
議
論
し

合
う
こ
と
は
大
事
か
と
思
う
。

問
　
予
算
査
定
で
見
送
り
と

な
っ
た
事
業
を
再
度
協
議
す
る

場
や
情
報
の
共
有
が
必
要
で

は
。

総
務
課
長　

一
覧
デ
ー
タ
と
し

て
提
供
は
可
能
。

佐藤　毅　議員

Ｑ住民の意思を取入れた施策づく
りを

Ａ多様な視点から事業実現できる
体制づくりに努める

９月５日　お出かけ知事室９月５日　お出かけ知事室課局長会議課局長会議

民間賃貸住宅確保プロジェクト補助事業実績

令和元年度 　　　　１２戸

令和２年度 　　　　　２戸

令和３年度 　　　　１２戸

令和４年度 　　　　　２戸

令和６年度 　　　　２２戸
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森永　一美　議員

Ｑ 
役場の窓口時間を短縮しては？

Ａ 
検討していない

問
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
私
た
ち

町
民
の
暮
ら
し
の
根
幹
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
採
用
や
定
着
を
め

ぐ
る
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、

将
来
も
安
定
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
積
極

的
な
採
用
や
柔
軟
な
働
き
方
の

推
進
、
業
務
効
率
化
が
必
要
で

は
。

町
長　

令
和
５
・
６
年
度
と
立

て
続
け
に
若
手
・
中
堅
職
員
の

退
職
が
あ
る
。
職
員
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
職
場
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回

２
名
の
方
に
委
嘱
状
を
交
付

し
、
行
政
と
教
育
の
Ｄ
Ｘ
推
進

に
関
し
て
無
償
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
。

問
　
業
務
効
率
化
と
し
て
、

①
電
話
の
録
音
対
応
や
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
し
て
は
。

②
役
場
内
の
窓
口
時
間
を
短
縮

し
て
は
。

そ
も
そ
も
勤
務
時
間
と
窓
口
時

間
が
同
じ
な
の
は
、
残
業
を
前

提
と
し
て
い
る
。
短
縮
す
る
こ

と
で
生
ま
れ
た
時
間
を
政
策
立

案
に
充
て
ら
れ
る
の
で
は
。

総
務
課
長　

①
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

②
職
員
に
と
っ
て
は
良
い
が
、

町
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

か
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
る
か

と
検
討
し
て
い
な
い
。

問　

現
在
、
猟
友
会
の
会
員
数

と
猟
銃
所
持
者
は
。

農
林
課
長　

猟
友
会
の
会
員
数

は
35
名
で
、
銃
の
所
持
者
14

名
、
わ
な
の
資
格
者
が
30
名
で

あ
る
。

問　

令
和
６
年
度
の
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
は
。

農
林
課
長　

令
和
６
年
度
の
捕

獲
頭
数
は
、

イ
ノ
シ
シ
が
４
１
７
頭
、

シ
カ
が
２
０
３
頭
で
あ
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
に
し
て
も
シ
カ

に
し
て
も
、
年
々
捕
獲
頭
数
が

増
加
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

れ
以
上
に
増
殖
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
。

町
長　

今
後
、
次
の
４
点
を
重

点
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

１
点
目
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

防
除
体
制
の
強
化
。

２
点
目
が
、
担
い
手
の
確
保
と

育
成
。

３
点
目
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導

入
促
進
。

４
点
目
が
、
中
山
間
地
域
の
整

備
支
援
。

井野　和哉　議員

Ｑ 
有害鳥獣対策、さらなる強化を

Ａ今後の対策として、４つの重点
に取り組む

猟友会の講習風景猟友会の講習風景

未来共創アドバイザー（中央２名）未来共創アドバイザー（中央２名）

←九州で初めて
窓口時間の短
縮を行った福
岡県古賀市役
所 の 16 時 過
ぎの様子
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問　

近
年
、
少
子
高
齢
化
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

に
加
え
、
温
暖
化
に
よ
る
夏
の

猛
暑
等
で
地
域
の
景
観
を
維
持

し
続
け
る
事
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

何
か
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　

美
し
い
里
山
の
風
景
は

本
町
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、

こ
れ
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
は
持
続
可
能
な
形

で
あ
る
こ
と
が
大
切
。
他
の
地

域
の
事
例
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
で
き
る
の
か
考
え

て
い
く
。

問　

景
観
の
維
持
に
は
草
刈
り

が
大
切
な
要
素
に
な
る
が
、
歩

行
型
や
乗
用
型
の
草
刈
り
機
の

購
入
補
助
は
で
き
な
い
か
。

農
林
課
長　

農
林
課
で
は
担
い

手
補
助
金
を
設
定
し
、
省
力
化

の
目
標
や
各
計
画
書
の
提
出
、

ま
た
各
条
件
で
補
助
率
の
変
動

は
あ
る
が
購
入
補
助
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

景
観
の
維
持
や
草
刈
り
は

誰
も
が
同
じ
目
標
で
あ
る
。
審

査
は
必
要
だ
が
各
条
件
で
差
別

化
す
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
補

助
率
で
誰
も
が
簡
易
に
申
請
が

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

は
で
き
な
い
か
。

農
林
課
長　

条
件
に
よ
る
補
助

率
の
設
定
は
必
須
と
考
え
て
い

る
。

穴井　則之　議員

Ｑ 
里山の景観を守るためには

Ａ景観の維持に危機感をもって取
り組む必要がある

草刈り機（ハンマーナイフモア）草刈り機（ハンマーナイフモア） 草刈り機（ウイングモア）草刈り機（ウイングモア）

令和７年　議会日誌

8
　
月

8 中九州・地域高規格道路促進期成会総会

20 県町村議長会正副議長研修会

28 国道212号改修促進期成会定例総会

28 熊本・阿蘇幹線道路整備促進期成会通常総会

29 議会運営委員会

9
　
　
月

5 熊日金婚夫婦表彰式

6 消防団通常点検

9 総務文教常任委員会

9～12 第3回定例会

12 議会広報調査対策特別委員会

13 ＪＡ阿蘇小国郷畜産共進会

17 経済建設常任委員会

19 総務文教常任委員会

27 瀬の本高原マラソン大会

29 小国公立病院議会

10
　
　
月

5「きよらの郷」防犯少年柔道大会

9 経済建設常任委員会

9 県町村議会議員研修会

9 一般国道442号道路整備促進期成会総会

10 在熊阿蘇ふるさとの会「かたらんネ！阿蘇2025」

14 議会広報調査対策特別委員会

14 第2回臨時会

16 きよら祭り

21 議会広報調査対策特別委員会

21 阿蘇市町村議会議員研修会

23 阿蘇広域行政事務組合議会定例会

菊池郡・阿蘇郡町村議会議長会
井上　則臣

　菊池郡と阿蘇郡の町村の振興と発展を
図ることを目的に、菊池郡の菊陽町、大
津町、阿蘇郡の南小国町、小国町、産山村、
高森町、南阿蘇村、西原村の各議長で構
成されます「菊池郡・阿蘇郡町村議会議
長会（略称：菊阿会）」が６月に発足しま
した。より広域的な連携と情報共有によ
り、地方における様々な課題等の解決へ
向けた取り組みが期待されます。
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総務文教常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森永　一美

【市原小学校グラウンドに通学用マット導入】
　市原小学校では多くの児童がグラウンドを
通って校舎玄関に入ってます。雨や雪の日に
はグラウンドがぬかるみ、足元が悪くなって
いました。現地視察を行い、教育委員会へ要
望を上げておりました。
　３月議会で予算計上、８月に工事を行いマット
を敷いていただきました。児童からも「歩きやす
くなって良かった」と喜びの声を聞いています。

【高齢者福祉を支える２施設へお米支給決定】
　７月に特別養護老人ホーム悠清苑の視察をさせていただきました。施設を見学し、現状を
伺いました。物価は高騰する中、施設利用料は国で定められており価格転嫁もできない状況
であること、特にお米は入手困難な状況で、利用者さんへの食事提供にご苦労されていると
のことでした。
　視察後すぐに、支援をいただけるよう町へ要望を上げました。町もすぐに検討いただき、
９月議会にて、食事を提供している老人福祉施設（悠清苑、町社会福祉協議会）へお米の現
物支給が決定しました。

経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穴井　秀房

　令和７年５月１９日付けで提出された「中原川堤防道路の整備（舗装）に関する陳情書」
につきましては、６月議会で経済建設常任委員会に付託されましたので、７月１０日に現地
に出向き確認検討を行いました。
　陳情箇所は瓜上の県道より中原小学校正門上流に位置する河川道路で、上下流部とも既に
舗装されていること、また住民や児童の通行もあり、委員会におきましては舗装することが
望ましいとして採択することとなりました。

現地の状況（小学校側から撮影）現地視察の様子

正門側から玄関へ続くマット
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全国町村議会広報研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井野　和哉

　８月２８日に、東京のＬＩＮＥ  ＣＵＢＥ   
ＳＨＩＢＵＹＡに於いて、令和７年度町村議
会広報研修会が行われ、本町より３名の議員
が参加しました。
　当日は２名の講師の方より、インタビュー記
事を活用した広報誌の作り方や、スマートフォ
ンの画像や動画を取り入れるための撮影技術・
動画作成の基本の話があり、事例報告として
福岡県大刀洗町議会広報より、議会の活性化
と連動した広報誌づくりの紹介がありました。
　翌日は、日本の政治の中核である永田町に
ある、坂本・馬場両議員の議員事務所を表敬
訪問し、公共交通のあり方やオーバーツーリ
ズムに対する取り組み、害獣対策における国
の対応など、地域の課題について意見交換を
行いました。

坂本哲志衆議院議員（右から２番目） →

小国郷公立病院組合議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　毅

　令和７年９月２９日に令和７年第２回定例会が開催。令和６年度決算が審議され、認
定された。
　決算内容を簡略化してご報告します。

病院
医業収益 ９億９８０５万円
医業外収益 ３億１１１２万円
　収益計 １３億　９１７万円
人件費 ９億１５７０万円
材料費 １億４０１４万円
経費等 ３億２１１１万円
　費用計 １３億７６９５万円

老人保健施設
施設療養収益 ２億８４３７万円
　収益計 ２億８４３７万円
人件費 ２億５０５６万円
材料費 １６００万円
経費等 ８３１０万円
　費用計 ３億４９６６万円

訪問看護
訪問看護収益 ２２５７万円
　収益計 ２２５７万円
人件費 ２６１７万円
経費等 ２５１万円
　費用計 ２８６８万円

診療所
診療所収益 ３５４５万円
　収益計 ３５４５万円
人件費 ２６７１万円
経費等 １６７０万円
　費用計 ４３４１万円
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議
会

広
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 南
小
国
　
令
和
７
年
11月

　
第
13
8号

編
集

：
議

会
広

報
調

査
対

策
特

別
委

員
会

発
行

：
南

小
国

町
議

会
〒
869-2492

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143

番
地

☎
 0967(42)1125　

 FAX  0967(42)1122

…
南
小
国
に
来
ら
れ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

６
人
兄
弟
で
す
が
、
父
が
早
く
に
亡
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
母
は
夜
も
寝
ず
に
働

い
て
私
達
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
母
の
仕

事
で
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
訪
れ
た
時
、
オ
ー

ナ
ー
が
「
清
掃
す
る
な
ら
無
料
で
ス
タ
ジ
オ

を
使
っ
て
い
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
元
々
ダ
ン
ス
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
プ

ロ
の
ダ
ン
ス
を
見
て
は
学
び
、
掃
除
し
て
練

習
す
る
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

　

有
名
な
歌
手
の
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
を
し
て

い
た
20
歳
の
時
、
日
本
で
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
サ
ー

を
５
名
募
集
す
る
と
い
う
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
語
は
全
く
話
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
け

る
と
思
い
受
け
た
と
こ
ろ
、
合
格
し
ま
し

た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
ビ
ザ
の
関
係
で
、

日
本
で
半
年
働
い
た
ら
帰
国
し
、
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
格
し
た
ら
、
ま
た
日
本
に
働
き

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
４
回
目
の
来
日
先
が

南
小
国
で
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
達
も
優
し
く

て
、
楽
し
く
働
い
て
い
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー

で
買
い
物
を
し
て
い
た
時
に
、
た
ま
た
ま
町

外
か
ら
来
て
い
た
お
父
さ
ん
（
ご
主
人
）
と

出
逢
い
、
ス
ピ
ー
ド
結
婚
し
ま
し
た
。

…
お
店
を
開
業
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

南
小
国
に
歌
っ
て
踊
っ
て
笑
顔
に
な
れ
る

楽
し
い
場
所
が
あ
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
子
育
て
が
落
ち
着
き
だ
し
た

頃
、
今
の
お
店
の
場
所
が
空
い
た
の
で
、
外

で
作
業
を
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ナ
ー
を
見
か
け

て
、
そ
の
場
で
「
こ
ん
に
ち
は
。
お
店
借
り

れ
ま
す
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。
驚
か
れ
た

と
思
い
ま
す
（
笑
）

　

熊
本
地
震
や
コ
ロ
ナ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

お
陰
様
で
オ
ー
プ
ン
16
年
を
迎
え
ま
す
。
今

で
は
親
子
３
世
代
で
来
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん
に
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
元
気
？
」
と
話
し
た
時
に
、
店
の
歴
史
が

で
き
た
ん
だ
な
ぁ
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

…
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
繋
が
り
を
作
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
て
同
郷
か
な
？
と

思
っ
た
人
に
は
つ
い
声
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。
繋
が
り
が
で
き
、
相
談
を
受
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
ル
ー
ル
を
教
え
た

り
、
病
院
の
予
約
を
し
た
り
、
ド
ク
タ
ー
と

の
通
訳
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

南
小
国
で
暮
ら
す
外
国
人
か
ら
共
通
し

て
出
る
困
り
事
は
、
①
移
動
手
段
が
な
い
。 

②
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
限
ら
れ
て
い
る
。
の
２
つ
で

す
。
何
か
対
策
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

町
内
で
母
国
の
料
理
を
持
ち
寄
る
会
が
あ

れ
ば
異
文
化
に
触
れ
、
知
り
合
い
が
増
え
て

楽
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

取
材
・
撮
影
・
文
：
森
永
一
美

愛
あいか

下 ジーンさん
南国から南小国に来て３０年。お店誕生１６年。
踊って楽しめる場所を作った笑顔のフィリピーナ

プロフィール
フィリピン出身、馬場在住。南小国にダンサーとして来日 
し、結婚出産を経て４人の母となる。町内で楽しめる場所を
作りたいとの思いで「おばんで～す」をオープンし、今年 
11 月に 16 周年を迎える。

地域活動も積極的に参加。 この日は

商工会女性部できよら祭りに出店。

　

今
期
は
色
々
な
事
が
多
す
ぎ
て
参
議
院
選
挙
に

て
自
民
党
の
敗
北
、
衆
参
少
数
与
党
と
な
り
自
民

党
の
総
裁
選
の
ま
っ
た
だ
中
政
局
も
新
し
い
時
代

を
求
め
て
い
る
の
か
？

　

本
町
に
お
い
て
も
９
月
の
定
例
会
は
６
年
度
の

決
算
が
主
な
議
題
で
し
た
が
、
本
年
度
３
月
に
出

さ
れ
た
総
合
基
本
計
画
に
基
づ
き
今
後
の
本
町
の

あ
り
方
が
実
現
へ
と
向
け
て
始
動
し
て
行
く
時
期

と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
大
き
く
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
し
た
Ｊ
Ａ
跡
地
の
基
本
構
想
の
策
定
・
計

画
・
実
施
そ
れ
に
伴
う
老
朽
化
し
た
施
設
の
建
て

替
え
や
移
転
・
災
害
対
策
等
課
題
は
山
積
み
で
あ

り
、
今
後
の
30
年
以
上
の
事
を
考
え
た
取
り
組
み

を
行
う
大
切
な
時
期
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
執
行
部
目
指
す
方
向
は
一
つ
。
チ
ー
ム

南
小
国
と
な
り
次
世
代
を
に
な
う
若
者
や
町
民
の

皆
様
の
付
託
に
答
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
責
任
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。　

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
読

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
里
桂
一
）

　
　

発
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